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こども教室では、月に 1.2 回程度ネイチャーサタデーという子どもたちに多様な地域の良さを知って

もらうための活動を行っています。 

9 月は、楢葉町にあるアイデアファームの鈴木さんのご協力のもと、さつまいも掘り体験をさせていた

だきました。この日は天気が良く、子どもたちや保護者の皆さんは汗を流しながら活動していました。 

自分の顔よりも長いさつまいもを採っている子や、たくさんつながっている芋をお友達と協力して掘っ

ている様子も見られました！ たくさんのお芋をどのようにして食べるか、子どもたちは楽しそうに話し

ていました。 

   

福島ファイヤーボンズチアリーダーズのRay-Glittersお

姉さんたちがこども教室に遊びに来てくれ、ダンスの披露

と振付を教えていただきました。 

お姉さんたちのダンスはキレキレで、笑顔も素敵でした。

実際にチアの振付を教えてもらうと手の形や足の動きが難

しかったようです。 

 低学年も高学年も 40 分ほどの練習で振付を覚え、最後

は曲に合わせて皆で踊ることができました！ 

 これを機にチアリーダーに興味を持った子もおり、9 月

23 日（火）のスカイアリーナで行われる福島ファイヤーボ

ンズの試合で数人の子どもたちが踊りを披露します。 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】 楢葉町地域学校協働センター（楢葉小学校 1 階）   渡邉・渡部 

（直通）070 – 7421 – 5156 （こども課）0240 – 23 – 5515  kyoudou-n@town.naraha.lg.jp 

 

 毎月こども教室でご協力いただい

ている「リプルンふくしま」の施設見

学に行きました！身の回りのある物

の放射線測定体験や展示案内、館内見

学、処分施設のバーチャルツアーを体

験させていただき、放射線とはどうい

うものか、生活の中のどのようなとこ

ろに含まれているのかを学びました。 

また、大好評のスライム作りも行

い、子どもたちは自分の好きな色や硬

さに調整しながら、楽しそうに取り組

んでいました。 

 こども教室では、東日本国際大学の留学生

から２か月に１回程度、韓国文化体験教室を

実施しており、韓国の伝統的な遊びや韓国語

などを教えていただいています。今回は、フ

ァチェ（花菜）という韓国の伝統的なデザー

トを作りました。ファチェは、季節のフルー

ツや牛乳、サイダーを使ったフルーツポンチ

のようなデザートです。子どもたちは、スイ

カなどの果物を切ったり、手でちぎったりし

て３種類のファチェを作りました。 

 牛乳とサイダーという初めての組み合わ

せに驚きましたが、子どもたちは直径４０㎝

ほどの大きいボウル３杯分をぺろりと平ら

げていました。 

夏休みの楢葉町スポーツ協会の皆

さんとの活動では、バトントワリン

グの先生に来ていただきました。初

体験の子がほとんどでしたが、基本

的なバトンのキャッチやバトンを回

す技など、夢中で練習していました。

また、先生のバトンを高く上げる技

に子どもたちは大歓声でした！ 


